





































































































































































学　習　内　容 指　　導　　過　　程 予想される生徒の反応 備　　　　考
呼吸と 囲1息を止めて、しばらくの間じつ ・酸素不足 r二酸化炭素の増加」
導











・二酸化炭素の 園3ガス量が増加するとどんな症状 ・頭がいたくなる ・検知器を使つて調ぺる





一酸化炭素 園4一酸化炭素を吸うと、どうなる ・はきけ ・タバコの煙の中にも混
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基 本 問 題




















発 展 問 題
通過率区分 番　号 YESの者 NOの者 不実施の者
5問中3問YES 1 90．1 4．4 5．5
89．8 5．4 4．8
（60，0％） VI 89．5 6．6 3．9
3問中2問YES V
l






I 56．3 33．7 10．0
67．0 29．1 3．1
（75．0％） IV 60．7 39．3
V 65．7 32．8 1．5
V皿 86．1 13．9
3問中3問YES
IX 48．7 64．7 51．3 35．3 一（100．0％）
X 58．7 41．3















































































a．よかった（わかりやすい） 54．5 63．9 59．1






























a．よくわかった 27．3 13．6 20．5
b．ふつう 47．7 79．5 63．6
c．むずかしかった 25．0 6．8 15．9
3．2でcにO印をした人だけ答えて下さ
o
a．教材の内容が 36．4 66．7 42．9
b．問題が 54．1 33．3 50．0
3．進行方向が（進め方が） 9．1 0 7．1
4．基本の内容の説明は15分～20分でした
，どうでしたか。
a．十分だった 15．9 13．6 14．8
b．ふつう 72．7 79．5 76．1
c．不足だった 11．4 6．8 9．1
5．2の流れでやって時間（50分）はどう
したか。
a．いつもたりた 27．3 22．7 25．0
b．たりた時が多かった 31．8 25．0 28．4
c，時々たりなかった 27．3 40．9 34．1
d．たりない時が多かった 9．1 4．5 6．8
e．いつもたりなかった 4．5 6．8 5．7
6．答えを記入するマーク・カード方式は a．かんたん 50．0 45．5 47．7
b．ふつう 31．8 43．2 37．5
c．ふくざつ 18．2 11．4 14．8
7．教材や問題の残りは家でやってみまし
か
a．いつもした 0 2．3 1．1
b．時々した 29．5 43．2 36．4
c．やらない方が多かった 31．8 22．7 27．3
d．まったくしなかった 36．4 31．8 34．1
8．記述式の問題は a．やさしい 15．9 4．5 10．2
b．ふつう 56．8 68．2 62．5
c．むずかしい 27．3 27．3 27．3
9．学習した内容で興味（役に立った）を
もった事柄を3つ選んでO印しなさい。
a．空気・日光と健康 36．4 61．4 48．9
b。水とその利用 34．1 47．7 40．9
c．気温の変化と体温 34．1 29．5 31．8
d．体温調節のしくみ 36．4 31．8 34．1
e．適応の限界 22．7 11．4 17．0
f．至適条件 25．0 4．5 14．8
9．許容範囲 11．4 2．3 6．8
h．廃棄物と自然の浄化作用 22．7 15．9 19．3
圭．廃棄物の処理 25．0 34．1 29．5
」．公害と健康 47．7 50．0 48．9
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康」がともに48．9％，次いで「水とその利用」が40．9％，「体温調節のしくみ」が34．1％，
「気温の変化と体温」が31．8％の順であり，生徒達は空気・日光・水等の身近かな環境条
件，公害及び体温の変化と調節に興味をもったことがわかる。
V．おわりに
　本研究では，中学保健「健康と環境」単元について，10時間のコース分け学習プログラ
ムを作成して実験授業を行った。各時問の基礎的・基本的事項はまず一斉授業のなかで基
本教材によって題材展開を行ったのち，基本問題によって形成的評価を行い，70％前後の
達成度を通過した者は発展教材へ，それ以下の達成度の者は補充教材へすすませ，以後も
同程度の達成度の通過によって発展・高度化ないしは課題化していく学習の流れに従って
コース分け学習を展開させた。
　学習データのうち，客観テストの解答はマーク・カードに記入させコンピュータによっ
て統計的に処理し，並びに言葉や文章による解答は採点を行った。このようにして把握し
た生徒の反応及び実験授業終了後のアンケート調査から次のことがわかった。
（1）今回のようなやり方が悪かった（わかりにくい）とする者は6．8％と低率で，よかった
　（わかりやすい）とする者が59．1％であったことから，今回のコース分け学習プログラ
　ムの教材構成及び問題設定は一応の成果をあげ，コース分け学習そのものも歓迎された
　といえる。
（2）生徒が興味をもった（役に立った）とした学習内容は，空気・日光・水等の身近かな
　環境条件，公害及び体温の変化や調節である。一方，基準的な学習の流れである「基本
　問題YE　S→発展問題YE　S→高度な問題へ」の達成度が高かった学習内容は「1．空
　気・日光と健康」，「II．水とその利用」，「Wii．廃棄物と自然の浄化作用」であり，達成
　度が低かった学習内容は「IV．体温調節のしくみ」，「V．適応の限界」である。
（3）図1に示した本来の学習の流れであるA，B，C，Dの4つのコースの実施率が54．6％
　であるのに対して，それ以外のコースの実施率は9．0％であるところから，全体的な学習
　の流れは本来のコースにそっていたといえる。
（4）基本問題の達成度を通過した者の方が通過できなかった者より，以後の学習において
　指示されたコースに従って積極的に取り組んだことがわかった。
（5）マーク・カード方式を複雑だとする者は14．8％と少なく，マーク・カードは継続して
　使用できると判断されるが，コース分け学習の学習の流れを総合的に把握するためには，
　今回行った各問題の解答以外に，各教材への取り組み状況並びに課題学習の成果につい
　ての記録も必要であり，生徒の反応のチェック方式の拡大充実について検討する必要が
　ある。
（6）基本問題の達成度の設定は，「5問中4問YE　S（80．0％）」，「6問中5問YE　S
　（83．3％）」等の80％前後の達成度の設問が適当である。
（7）発展問題の達成度については，発展問題の達成度を通過する者の割合が発展問題の達
　成度の難易に反比例することを基盤にして，生徒の理解度を予測した上で総合的に設定
　する必要がある。
（8）教室内学習の時間不足を家庭での自習で補う行動傾向がみられたことから，コース分
　け学習を家庭まで延長する学習の流れについても考慮する必要がある。
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（9）学習時間が不足気味だったとする者が46．6％いるところから，教材構成と時問配当の
　関連についての検討が課題の一つである。
⑩　高度な問題では知的能力をねらいとして言葉や文章で解答させたが，むずかしかった
　とする者が27．3％いることから，言葉や文章での解答を簡易化することも必要であろう。
α1〉補充教材→補充問題を学習すべき者の学習のコースが混乱したので，授業中の実態把
　握と教師の助言を伴わせながら，補充教材→補充問題の学習は発展問題と関連させて再
　検討する必要がある。
（12）単元全体の発展問題の達成度を通過した者が60．4％であること，及び個人別にみた「基
　本問題YE　S→発展問題Y　E　S」の者の割合が61．8％を示して，当初想定した70％前後
　を下回ったことから，発展問題YE　Sが50％以下であるIII，IV，V，IX，Xの学習内容
　の教材構成と問題設定についての検討も必要である。
（13）本来の学習の流れ以外のコースの実施率が9．0％であること，個人別にみた「基本問題
　YE　S→発展問題YE　S」の通過率が50％以下の者が26．0％いること及び教材と問題が
　続いたことに対して15．9％の者がむずかしかったとしたこと等からみて，教材内容をわ
　かりやすく再構成し，問題の意味内容を理解しやすいように工夫するとともに，コース
　分け学習の学習の仕方を十分に理解させること等，コース分け学習全般にういてのきめ
　細かな研究を継続する必要がある。
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